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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月17日(2019.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレス通信を送信するための２つまたはそれ以上の利用可能なワイヤレス通信チャ
ネルのセットを識別することと、
　第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために利用可能である利用可能なワイ
ヤレス通信チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルを識
別することと、
　前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記識別された少なくとも１つのワイ
ヤレス通信チャネルを示す完全性検査情報を選択することと、
　前記第１の時間期間中の前記識別された少なくとも１つのワイヤレス通信チャネル中で
、前記完全性検査情報と、同時に前記ワイヤレス通信とを送信することと
を備える方法。
【請求項２】
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルの各々上の送信内の前記完全性検査情報のロ
ケーションを決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるリソース要素（ＲＥ）に
一様にハッシングされた知られているビットシーケンスを備える、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
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記完全性検査情報のためのスクランブリングシーケンスを決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記完全性検査情報が、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能
なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの前記少なくとも１つのワイヤレス通信チ
ャネルの各々中の前記基準信号（ＲＳ）の後に送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが共有無線周波数スペクトル帯域中の
ワイヤレス通信チャネルを備え、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記ワ
イヤレス通信チャネルを前記識別することが、
　前記第１の時間期間中の送信のための各チャネルの利用可能性を決定するために、利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネル上でリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのワイヤ
レス通信チャネルを、前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づく送信のために
利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのチャネルとして
識別することと
を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）４位相シフトキ
ーイング（ＱＰＳＫ）シーケンスを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが基地局からのアップリンク（ＵＬ）
許可中で受信される、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の時間期間中のワイヤレス送信を含んでいる利用可能なワイヤレス通信チャネルの
セットのうちのワイヤレス通信チャネルのサブセットを識別することと、
　前記第１の時間期間中にワイヤレス通信チャネルの前記サブセット上で、ワイヤレス通
信と完全性検査情報とを同時に受信することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネル中の完全性検
査情報を分析することと、
　前記分析された完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネ
ルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信の
ために使用されたワイヤレス通信チャネルの実際のサブセットと同じであるかどうかを決
定することと
を備える方法。
【請求項１１】
　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの１つま
たは複数の他のサブセットが、潜在的に、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の
送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセットであり得るかど
うかを決定すること
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを前記識別することが、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信すること
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を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記完全性検査情報が、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通
信チャネルの各々上で前記ＲＳの後に送信される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記
ワイヤレス通信の送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセッ
トと同じでないと決定されたとき、前記方法は、
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットとは異なるワイヤレス通信チャネ
ルの１つまたは複数の候補サブセットを識別することと、
　前記１つまたは複数の候補サブセットのうちの第１の候補サブセットが前記第１の時間
期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用されたと決定することと、
　前記第１の候補サブセットに基づいて前記ワイヤレス通信の少なくとも一部分を復号す
ることと
をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　１つまたは複数の候補サブセットを前記識別することは、
　別の送信機が、利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤ
レス通信チャネルを使用して送信していると決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
む第１の候補サブセットを識別することと
を備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを前記識別することが、
　ワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネルのエネルギーレベル
を測定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを、しきい値を超える前記測定されたエネル
ギーレベルを有するワイヤレス通信チャネルの前記セットの各チャネルとして識別するこ
とと
を備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　１つまたは複数の候補サブセットを前記識別することは、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤレス通信チャネ
ルのための前記測定されたエネルギーレベルが、前記しきい値からのあらかじめ定義され
た範囲内にあると決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
む第１の候補サブセットを識別することと
を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記第１の候補サブセット
が前記ＲＳに少なくとも部分的に基づいて決定される、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記決定することは、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
がワイヤレス通信チャネルの前記サブセット中に含まれるかに少なくとも部分的に基づい
て、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの各ワイヤレス通信チャネル上の前記送信
内の前記完全性検査情報のロケーションを決定することと、
　前記完全性検査情報の前記決定されたロケーションの各々のための対数尤度比（ＬＬＲ
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）を決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連するビットシーケンスを使用して前記
ＬＬＲをデスクランブルすることと、
　前記デスクランブルされたＬＬＲとワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連す
る前記ビットシーケンスとの間の相関に少なくとも部分的に基づいてソフトメトリックを
算出することと
を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ソフトメトリックがしきい値を下回るとき、前記識別されたサブセット以外の利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの別のサブセットが前記第１の時間期
間中の前記ワイヤレス通信の送信のために潜在的に使用され得ると決定することと、
　前記ソフトメトリックが前記しきい値を上回るとき、ワイヤレス通信チャネルの前記識
別されたサブセットが前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために実際に
使用されたと決定することと
をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるＲＥに一様にハッシング
された前記ビットシーケンスを備え、ここにおいて、前記決定されたロケーションは、利
用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前
記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて決定され
る、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記完全性検査情報の前記ビットシーケンスは、利用可能なワイヤレス通信チャネルの
前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前記ワイヤレス通信を送信するために
使用されるかに少なくとも部分的に基づいて識別される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、請求項１０
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記Ｌ１チャネルがＰＨＹフレームフォーマットインジケータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ
）である、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）ＱＰＳＫシーケ
ンスを備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　ワイヤレス通信を送信するための２つまたはそれ以上の利用可能なワイヤレス通信チ
ャネルのセットを識別することと、
　　第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために利用可能である利用可能なワ
イヤレス通信チャネルの前記セットのうちの少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルを
識別することと、
　　前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記識別された少なくとも１つのワ
イヤレス通信チャネルを示す完全性検査情報を選択することと、
　　前記第１の時間期間中の前記識別された少なくとも１つのワイヤレス通信チャネル中
で、前記完全性検査情報と、同時に前記ワイヤレス通信とを送信することと
　を行わせるように動作可能である、装置。
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【請求項２７】
　前記命令は、前記プロセッサに、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルの各々上の送信内の前記完全性検査情報のロ
ケーションを決定すること
を行わせるように動作可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記完全性検査情報のビットパターンは、利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セ
ットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前記ワイヤレス通信を送信するために使用さ
れるかに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　第１の時間期間中のワイヤレス送信を含んでいる利用可能なワイヤレス通信チャネル
のセットのうちのワイヤレス通信チャネルのサブセットを識別することと、
　　前記第１の時間期間中にワイヤレス通信チャネルの前記サブセット上で、ワイヤレス
通信と完全性検査情報とを同時に受信することと、
　　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネル中の完全性
検査情報を分析することと、
　　前記分析された完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャ
ネルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信
のために使用されたワイヤレス通信チャネルの実際のサブセットと同じであるかどうかを
決定することと
　を行わせるように動作可能である、装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記
ワイヤレス通信の送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセッ
トと同じでないと決定されたとき、前記命令は、前記プロセッサに、
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットとは異なるワイヤレス通信チャネ
ルの１つまたは複数の候補サブセットを識別することと、
　前記１つまたは複数の候補サブセットのうちの第１の候補サブセットが前記第１の時間
期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用されたと決定することと、
　前記第１の候補サブセットに基づいて前記ワイヤレス通信の少なくとも一部分を復号す
ることと
を行わせるように動作可能である、請求項２９に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　[0186]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
た一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細書
で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
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　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレス通信を送信するための２つまたはそれ以上の利用可能なワイヤレス通信チャ
ネルのセットを識別することと、
　第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネルの
前記セットのうちの少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルを識別することと、
　前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記識別された少なくとも１つのワイ
ヤレス通信チャネルを示す完全性検査情報を選択することと、
　前記第１の時間期間中の前記識別された少なくとも１つのワイヤレス通信チャネル中で
前記完全性検査情報を送信することと
を備える方法。
［Ｃ２］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルの各々上の送信内の前記完全性検査情報のロ
ケーションを決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるリソース要素（ＲＥ）に
一様にハッシングされた知られているビットシーケンスを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記完全性検査情報のためのスクランブリングシーケンスを決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記完全性検査情報が、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能
なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの前記少なくとも１つのワイヤレス通信チ
ャネルの各々中のＲＳの後に送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ７］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが共有無線周波数スペクトル帯域中の
ワイヤレス通信チャネルを備え、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記ワ
イヤレス通信チャネルを前記識別することが、
　前記第１の時間期間中の送信のための各チャネルの利用可能性を決定するために、利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネル上でリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行することと、
　前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのワイヤ
レス通信チャネルを、前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づいて送信のため
に利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのチャネルとし
て識別することと
を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）４位相シフトキ
ーイング（ＱＰＳＫ）シーケンスを備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが基地局からのアップリンク（ＵＬ）
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許可中で受信される、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１の時間期間中のワイヤレス送信を含んでいる利用可能なワイヤレス通信チャネルの
セットのうちのワイヤレス通信チャネルのサブセットを識別することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセット上でワイヤレス通信を受信することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネル中の完全性検
査情報を決定することと、
　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの前記識
別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用
されたワイヤレス通信チャネルの実際のサブセットと同じであるかどうかを決定すること
と
を備える方法。
［Ｃ１１］
　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの１つま
たは複数の他のサブセットが、潜在的に、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の
送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセットであり得るかど
うかを決定すること
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを前記識別することが、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信すること
を備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記完全性検査情報が、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通
信チャネルの各々上で前記ＲＳの後に送信される、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記
ワイヤレス通信の送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセッ
トと同じでないと決定されたとき、前記方法は、
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットとは異なるワイヤレス通信チャネ
ルの１つまたは複数の候補サブセットを識別することと、
　前記１つまたは複数の候補サブセットのうちの第１の候補サブセットが前記第１の時間
期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用されたと決定することと、
　前記第１の候補サブセットに基づいて前記ワイヤレス通信の少なくとも一部分を復号す
ることと
をさらに備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
　１つまたは複数の候補サブセットを前記識別することは、
　別の送信機が、利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤ
レス通信チャネルを使用して送信していると決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
む第１の候補サブセットを識別することと
を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを前記識別することが、
　ワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネルのエネルギーレベル
を測定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを、しきい値を超える前記測定されたエネル
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ギーレベルを有するワイヤレス通信チャネルの前記セットの各チャネルとして識別するこ
とと
を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　１つまたは複数の候補サブセットを前記識別することは、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤレス通信チャネ
ルのための前記測定されたエネルギーレベルが、前記しきい値からのあらかじめ定義され
た範囲内にあると決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
む第１の候補サブセットを識別することと
を備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記第１の候補サブセット
が前記ＲＳに少なくとも部分的に基づいて決定される、
Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記決定することは、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
がワイヤレス通信チャネルの前記サブセット中に含まれるかに少なくとも部分的に基づい
て、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの各ワイヤレス通信チャネル上の前記送信
内の前記完全性検査情報のロケーションを決定することと、
　前記完全性検査情報の前記決定されたロケーションの各々のための対数尤度比（ＬＬＲ
）を決定することと、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連するビットシーケンスを使用して前記
ＬＬＲをデスクランブルすることと、
　前記デスクランブルされたＬＬＲとワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連す
る前記ビットシーケンスとの間の相関に少なくとも部分的に基づいてソフトメトリックを
算出することと
を備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ソフトメトリックがしきい値を下回るとき、前記識別されたサブセット以外の利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの別のサブセットが前記第１の時間期
間中の前記ワイヤレス通信の送信のために潜在的に使用され得ると決定することと、
　前記ソフトメトリックが前記しきい値を上回るとき、ワイヤレス通信チャネルの前記識
別されたサブセットが前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために実際に
使用されたと決定することと
をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるＲＥに一様にハッシング
された前記ビットシーケンスを備え、ここにおいて、前記決定されたロケーションは、利
用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前
記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて決定され
る、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記完全性検査情報の前記ビットシーケンスは、利用可能なワイヤレス通信チャネルの
前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前記ワイヤレス通信を送信するために
使用されるかに少なくとも部分的に基づいて識別される、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、Ｃ１０に記
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載の方法。
［Ｃ２４］
　前記Ｌ１チャネルがＰＨＹフレームフォーマットインジケータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ
）である、Ｃ２３に記載の方法
［Ｃ２５］
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）ＱＰＳＫシーケ
ンスを備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　　ワイヤレス通信を送信するための２つまたはそれ以上の利用可能なワイヤレス通信チ
ャネルのセットを識別することと、
　　第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネル
の前記セットのうちの少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルを識別することと、
　　前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記識別された少なくとも１つのワ
イヤレス通信チャネルを示す完全性検査情報を選択することと、
　　前記第１の時間期間中の前記識別された少なくとも１つのワイヤレス通信チャネル中
で前記完全性検査情報を送信することと
　を行わせるように動作可能である、装置。
［Ｃ２７］
　前記命令は、前記プロセッサに、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルの各々上の送信内の前記完全性検査情報のロ
ケーションを決定すること
を行わせるように動作可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記完全性検査情報のビットパターンは、利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セ
ットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前記ワイヤレス通信を送信するために使用さ
れるかに少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行され
たとき、前記装置に、
　　第１の時間期間中のワイヤレス送信を含んでいる利用可能なワイヤレス通信チャネル
のセットのうちのワイヤレス通信チャネルのサブセットを識別することと、
　　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセット上でワイヤレス通信を受信することと、　
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネル中の完全性検
査情報を決定することと、
　　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの前記
識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使
用されたワイヤレス通信チャネルの実際のサブセットと同じであるかどうかを決定するこ
とと
　を行わせるように動作可能である、装置。
［Ｃ３０］
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　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記
ワイヤレス通信の送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセッ
トと同じでないと決定されたとき、前記命令は、前記プロセッサに、
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットとは異なるワイヤレス通信チャネ
ルの１つまたは複数の候補サブセットを識別することと、
　前記１つまたは複数の候補サブセットのうちの第１の候補サブセットが前記第１の時間
期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用されたと決定することと、
　前記第１の候補サブセットに基づいて前記ワイヤレス通信の少なくとも一部分を復号す
ることと
を行わせるように動作可能である、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信の装置であって、
　ワイヤレス通信を送信するための２つまたはそれ以上の利用可能なワイヤレス通信チャ
ネルのセットを識別するための手段と、
　第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネルの
前記セットのうちの少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルを識別するための手段と、
　前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記識別された少なくとも１つのワイ
ヤレス通信チャネルを示す完全性検査情報を選択するための手段と、
　前記第１の時間期間中の前記識別された少なくとも１つのワイヤレス通信チャネル中で
前記完全性検査情報を送信するための手段と
を備える装置。
［Ｃ３２］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記少なくとも１つのワイヤレス通信チャネルの各々上の送信内の前記完全性検査情報のロ
ケーションを決定するための手段
をさらに備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるリソース要素（ＲＥ）に
一様にハッシングされた知られているビットシーケンスを備える、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
が前記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて、前
記完全性検査情報のためのスクランブリングシーケンスを決定するための手段
をさらに備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記完全性検査情報が、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能である利用可能
なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの前記少なくとも１つのワイヤレス通信チ
ャネルの各々中のＲＳの後に送信される、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、Ｃ３１に記
載の装置。
［Ｃ３７］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが共有無線周波数スペクトル帯域中の
ワイヤレス通信チャネルを備え、前記第１の時間期間中の送信のために利用可能な前記ワ
イヤレス通信チャネルを識別するための前記手段が、
　前記第１の時間期間中の送信のための各チャネルの利用可能性を決定するために、利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネル上でリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）プロシージャを実行するための手段と、
　前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づいて、前記少なくとも１つのワイヤ
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レス通信チャネルを、前記ＬＢＴプロシージャに少なくとも部分的に基づいて送信のため
に利用可能である利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのチャネルとし
て識別するための手段と
を備える、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）４位相シフトキ
ーイング（ＱＰＳＫ）シーケンスを備える、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットが基地局からのアップリンク（ＵＬ）
許可中で受信される、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４０］
　ワイヤレス通信の装置であって、
　第１の時間期間中のワイヤレス送信を含んでいる利用可能なワイヤレス通信チャネルの
セットのうちのワイヤレス通信チャネルのサブセットを識別するための手段と、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセット上でワイヤレス通信を受信するための手段と
、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネル中の完全性検
査情報を決定するための手段と、
　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの前記識
別されたサブセットが、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用
されたワイヤレス通信チャネルの実際のサブセットと同じであるかどうかを決定するため
の手段と
を備える装置。
［Ｃ４１］
　前記完全性検査情報に少なくとも部分的に基づいて、ワイヤレス通信チャネルの１つま
たは複数の他のサブセットが、潜在的に、前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の
送信のために使用されたワイヤレス通信チャネルの前記実際のサブセットであり得るかど
うかを決定するための手段
をさらに備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを識別するための前記手段が、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信するための手段
を備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記完全性検査情報が、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通
信チャネルの各々上で前記ＲＳの後に送信される、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　ワイヤレス通信チャネルの前記識別されたサブセットとは異なるワイヤレス通信チャネ
ルの１つまたは複数の候補サブセットを識別するための手段と、
　前記１つまたは複数の候補サブセットのうちの第１の候補サブセットが前記第１の時間
期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために使用されたと決定するための手段と、
　前記第１の候補サブセットに基づいて前記ワイヤレス通信の少なくとも一部分を復号す
るための手段と
をさらに備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４５］
　１つまたは複数の候補サブセットを識別するための前記手段は、
　別の送信機が、利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤ
レス通信チャネルを使用して送信していると決定するための手段と、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
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む第１の候補サブセットを識別するための手段と
を備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを識別するための前記手段が、
　ワイヤレス通信チャネルの前記セットの各ワイヤレス通信チャネルのエネルギーレベル
を測定するための手段と、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットを、しきい値を超える前記測定されたエネル
ギーレベルを有するワイヤレス通信チャネルの前記セットの各チャネルとして識別するた
めの手段と
を備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４７］
　１つまたは複数の候補サブセットを識別するための前記手段は、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの第１のワイヤレス通信チャネ
ルのための前記測定されたエネルギーレベルが、前記しきい値からのあらかじめ定義され
た範囲内にあると決定するための手段と、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットと前記第１のワイヤレス通信チャネルとを含
む第１の候補サブセットを識別するための手段と
を備える、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの前記ワイヤレス通信チャネルの各々上で基
準信号（ＲＳ）を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記第１の候補サブ
セットが前記ＲＳに少なくとも部分的に基づいて決定される、
Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４９］
　決定するための前記手段は、
　利用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネル
がワイヤレス通信チャネルの前記サブセット中に含まれるかに少なくとも部分的に基づい
て、ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットの各ワイヤレス通信チャネル上の前記送信
内の前記完全性検査情報のロケーションを決定するための手段と、
　前記完全性検査情報の前記決定されたロケーションの各々のための対数尤度比（ＬＬＲ
）を決定するための手段と、
　ワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連するビットシーケンスを使用して前記
ＬＬＲをデスクランブルするための手段と、
　前記デスクランブルされたＬＬＲとワイヤレス通信チャネルの前記サブセットに関連す
る前記ビットシーケンスとの間の相関に少なくとも部分的に基づいてソフトメトリックを
算出するための手段と
を備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記ソフトメトリックがしきい値を下回るとき、前記識別されたサブセット以外の利用
可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちの別のサブセットが前記第１の時間期
間中の前記ワイヤレス通信の送信のために潜在的に使用され得ると決定するための手段と
、
　前記ソフトメトリックが前記しきい値を上回るとき、ワイヤレス通信チャネルの前記識
別されたサブセットが前記第１の時間期間中の前記ワイヤレス通信の送信のために実際に
使用されたと決定するための手段と
をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記完全性検査情報が、前記決定されたロケーションにおけるＲＥに一様にハッシング
された前記ビットシーケンスを備え、ここにおいて、前記決定されたロケーションは、利
用可能なワイヤレス通信チャネルの前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前
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記ワイヤレス通信を送信するために使用されるかに少なくとも部分的に基づいて決定され
る、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記完全性検査情報の前記ビットシーケンスは、利用可能なワイヤレス通信チャネルの
前記セットのうちのどのワイヤレス通信チャネルが前記ワイヤレス通信を送信するために
使用されるかに少なくとも部分的に基づいて識別される、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記完全性検査情報が、レイヤ１（Ｌ１）チャネルを使用して送信される、Ｃ４０に記
載の装置。
［Ｃ５４］
　前記Ｌ１チャネルがＰＨＹフレームフォーマットインジケータチャネル（ＰＦＦＩＣＨ
）である、Ｃ５３に記載の装置
［Ｃ５５］
　前記完全性検査情報が、ユーザ機器（ＵＥ）固有リソース要素（ＲＥ）ＱＰＳＫシーケ
ンスを備える、Ｃ５３に記載の装置。
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